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財
政
健
全
化
に
成
功

　

10
年
に
与
党
へ
の
返
り
咲
き
を
果
た
し

た
右
派
政
党
の
フ
ィ
デ
ス
1

が
ま
ず
取
り

組
ん
だ
の
が
、
長
年
の
問
題
と
な
っ
て
い

た
財
政
赤
字
の
解
消
で
あ
っ
た
。

1
9
9
3
年
以
降
、
財
政
赤
字
が
約
5

〜
10
%
台
の
水
準
で
推
移
し
て
い
た
ハ
ン

ガ
リ
ー
は
、
2
0
0
4
年
の
E
U
加
盟
と

同
時
に
過
剰
債
務
手
続
き
国
に
認
定
さ
れ

た
。
オ
ル
バ
ン
政
権
は
E
U
や
国
際
通
貨

基
金
（
I
M
F
）
が
求
め
る
緊
縮
財
政
を

好
ま
ず
、
財
政
健
全
化
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ

っ
て
は
し
ば
し
ば
両
者
と
対
立
し
て
い
た
。

彼
ら
は
、
緊
縮
財
政
に
よ
る
歳
出
縮
小
で

は
な
く
、
歳
入
拡
大
に
よ
る
財
政
赤
字
の

解
消
を
目
指
し
た
。
そ
の
中
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
付
加
価
値
税
の

27
%
へ
の
引
き
上
げ
や
銀
行
税
、
広
告
税
、

チ
ッ
プ
ス
税
と
呼
ば
れ
る
健
康
増
進
税
と

い
っ
た
税
金
の
導
入
に
よ
る
税
収
拡
大
と
、

私
的
年
金
基
金
の
国
有
化
に
よ
る
一
時
的

な
歳
入
の
拡
大
で
あ
る
。
半
ば
強
制
的
に

実
行
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
ア
ン
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
経
済
政
策
と
評
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
ア
ン
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

政
策
に
よ
り
、
12
年
に
初
め
て
E
U
が
求

め
る
財
政
赤
字
対
G
D
P（
国
内
総
生
産
）

比
3
%
を
ク
リ
ア
し
、
13
年
に
は
過
剰
債

務
手
続
き
国
の
認
定
解
除
を
受
け
た
。
さ

ら
に
、
16
年
4
月
に
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
時
に
E
U
、
お
よ
び
I
M
F
か
ら
受

け
た
緊
急
融
資
を
完
済
す
る
な
ど
、
方
法

に
疑
義
が
付
さ
れ
る
も
の
の
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
は
着
実
に
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
08
年
の
金
融

危
機
で
は
他
の
欧
州
諸
国
よ
り
も
受
け
た

経
済
的
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
く
、
翌
09
年
に

は
前
年
比
の
実
質
G
D
P
成
長
率
が
▲

6
・
6
%
を
記
録
し
、
そ
の
後
も
近
隣
諸

国
に
比
べ
回
復
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
そ

れ
で
も
14
年
に
は
G
D
P
成
長
率
4
・

2
%
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
、
14
年
が
多

年
度
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
E
U
補
助
金
の
最

終
年
度
に
当
た
り
、
追
い
込
み
消
化
が
図

ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ハ

ン
ガ
リ
ー
は
経
済
成
長
を
E
U
補
助
金
頼

ハ
ン
ガ
リ
ー
総
選
挙
の
衝
撃

与
党
フ
ィ
デ
ス
圧
勝
の
要
因
と
今
後

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

ア
ソ
シ
エ
イ
ト

山
野
井
　
茜

外交・国際

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
オ
ル
バ
ン
首
相
率
い
る
フ
ィ
デ
ス
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
民
連
盟
が
2
0
1
0
年
に
政
権
を
奪
還
し
て
以

降
、
経
済
回
復
を
果
た
し
た
も
の
の
、
そ
の
強
権
的
な
政
権
運
営
に
対
し
て
国
際
社
会
か
ら
の
批
判
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
中
で
今
年
4
月
8
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
お
け
る
フ
ィ
デ
ス
の
圧
勝
は
、
国
際
世
論
が
懸
念
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

右
傾
化
を
裏
付
け
た
か
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
与
党
自
ら
が
改
正
し
た
選
挙
制
度
を
利
用
し
て
得
た
勝
利

で
あ
っ
た
。
今
回
の
勝
利
に
よ
り
、
フ
ィ
デ
ス
は
国
民
か
ら
の
信
を
得
た
と
し
て
、
今
後
も
欧
州
連
合
（
E
U
）
に
強
硬

な
姿
勢
を
見
せ
、
E
U
の
連
帯
を
脅
か
す
不
安
材
料
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
国
内
経
済
に
つ
い
て
は
、
政
変
な

ど
の
リ
ス
ク
が
な
く
予
測
可
能
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
安
定
す
る
と
み
ら
れ
る
。

や
ま
の
い
・
あ
か
ね　
大
阪
大
院
言

語
文
化
研
究
科
修
了
。在
ハ
ン
ガ
リ

ー
日
本
国
大
使
館
専
門
調
査
員
を
経

て
2
0
1
6
年
10
月
三
菱
U
F
J
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
入
社
、

同
社
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
。現
在
は
日
系

企
業
の
海
外
進
出
支
援
を
中
心
と
し

た
業
務
に
従
事
。
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み
に
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
も
の
の
、

現
在
は
個
人
消
費
も
回
復
し
て
お
り
、
実

質
G
D
P
成
長
率
は
2
〜
4
%
の
間
で

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

国
際
社
会
か
ら
は
批
判

　

一
方
、
内
政
に
つ
い
て
は
、
単
独
で
の

重
要
法
案
の
改
正
が
可
能
と
な
る
議
会
の

3
分
の
2
以
上
の
議
席
数
を
利
用
し
た
強

権
的
な
改
革
、
国
内
ア
ピ
ー
ル
を
目
的
と

し
た
「
敵
」
の
設
定
、
自
国
保
護
と
い
う

名
目
の
下
に
行
う
政
策
の
た
め
に
、
E
U

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
世
論
か
ら
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
右
傾
化
や
民
主
主
義
に
疑
義
を
呈

さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
国
内
に
お
い

て
も
政
権
支
持
者
と
ア
ン
チ
政
府
派
と
い

う
世
論
の
二
分
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

10
年
以
降
、
オ
ル
バ
ン
政
権
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
基
本
法
（
新
憲
法
）
の
制
定
、
国
境

外
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
住
民
へ
の
二
重
国
籍
付

与
、
選
挙
制
度
改
革
な
ど
、
次
々
と
大
胆

な
国
内
制
度
の
改
革
を
実
行
し
た
。
特
に
、

基
本
法
の
制
定
に
加
え
、
最
高
裁
判
所
の

改
革
や
報
道
に
対
す
る
監
督
強
化
は
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
国
内
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・

バ
ラ
ン
ス
機
能
を
損
な
う
も
の
と
し
て
、

国
内
外
か
ら
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
な
ど
か
ら
欧
州
を
目
指
す
難
民

の
増
加
が
国
際
問
題
と
な
っ
た
15
年
に
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ト
ル
コ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
な
ど
の
バ
ル
カ

ン
諸
国
を
経
由
し
て
E
U
を
目
指
す
、
い

わ
ゆ
る
「
西
バ
ル
カ
ン
ル
ー
ト
」
の
E
U

の
実
質
的
な
玄
関
と
な
り
、
国
内
に
流
入

す
る
難
民
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
オ
ル
バ

ン
首
相
は
、
難
民
と
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に

よ
る
テ
ロ
を
関
連
付
け
た
上
で
、
E
U
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
欧
州
の
価
値
観
を

守
る
と
し
て
、
難
民
の
受
け
入
れ
に
は
一

貫
し
て
反
対
の
姿
勢
を
堅
持
。
セ
ル
ビ
ア

と
の
国
境
へ
の
フ
ェ
ン
ス
設
置
や
、
難
民

を
受
け
入
れ
な
い
ス
キ
ー
ム
作
り
な
ど
、

難
民
保
護
を
目
指
す
E
U
と
は
正
反
対
の

強
硬
な
難
民
対
策
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
難
民
問
題
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
E
U
、

国
連
を
中
心
と
し
た
国
際
社
会
か
ら
大
き

な
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
欧
州

委
員
会
が
提
案
し
た
E
U
加
盟
国
間
の
難

民
受
け
入
れ
の
割
り
当
て
案
に
つ
い
て
は
、

16
年
に
是
非
を
問
う
国
民
投
票
を
実
施
2

す
る
な
ど
、
難
民
問
題
に
お
い
て
E
U
に

対
し
明
確
な
対
決
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

E
U
に
お
い
て
、
加
盟
国
間
の
協
調
よ
り

も
自
国
を
優
先
す
る
姿
勢
は
、
常
に
批
判

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
近
年
は

特
に
難
民
問
題
に
関
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
も
同
様
の
態
度
を

表
明
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
中
欧
諸
国

が
E
U
全
体
の
連
帯
を
脅
か
し
つ
つ
あ
る

と
も
言
え
る
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
難
民
問
題
を
め
ぐ

る
強
硬
な
姿
勢
に
は
「
オ
ル
バ
ン
首
相
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
守
る
べ
く
、
難
民
や
E
U

と
闘
っ
て
い
る
」
と
の
構
図
を
打
ち
出
し
、

国
内
に
強
い
首
相
像
を
ア
ピ
ー
ル
し
引
き

続
き
支
持
率
を
獲
得
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
17
年
以
降
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
系

ユ
ダ
ヤ
人
実
業
家
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス

氏
が
欧
州
へ
の
難
民
流
入
を
企
て
、
欧
州

の
弱
体
化
を
狙
っ
て
い
る
」
と
主
張
し
、

ソ
ロ
ス
氏
を
難
民
、
E
U
に
次

ぐ
新
た
な
「
敵
」
と
し
て
印
象

付
け
、「
反
ソ
ロ
ス
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
本
年
ま
で
実
施
し
て

い
た
。
こ
の
ア
ピ
ー
ル
戦
略
は

従
来
の
支
持
者
の
つ
な
ぎ
留
め

に
成
功
し
、
与
党
フ
ィ
デ
ス
の

支
持
率
は
15
年
後
半
か
ら
お
お

む
ね
30
〜
40
%
台
で
推
移
し
て

い
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
後
半
か
ら
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
の
要

で
あ
る
E
U
補
助
金
を
め
ぐ
る

オ
ル
バ
ン
首
相
の
側
近
や
身
内
、

あ
る
い
は
フ
ィ
デ
ス
議
員
ら
の

汚
職
問
題
が
噴
出
し
、
反
発
す

る
国
民
感
情
が
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
世
論

調
査
会
社
の
予
想
で
は
、
今
回

の
総
選
挙
で
も
フ
ィ
デ
ス
が
勝

利
す
る
が
、
再
び
議
会
の
3
分

の
2
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
は

難
し
い
、
と
い
う
の
が
大
方
の

見
方
で
あ
っ
た
。

巧
み
な
選
挙
戦
略
と

野
党
の
自
滅

　

4
月
8
日
に
実
施
さ
れ
た
総

選
挙
は
、
過
去
の
総
選
挙
に
比

8.0
6.0
4.0
2.0
0.0
-2.0
-4.0
-6.0
-8.0

2008

ハンガリー ポーランド チェコ スロバキア

09 10 11 12 13 14 15 16 17
（年）

（出所）ユーロモニター

〈図表1〉中欧4カ国の実質GDP成長率推移

1　結党時は中道右派と位置付けられていたが、近年は難民政策やEUに対する姿勢から極右政党と位置付けられることもある。
2　結果は割り当て案への反対が98%を占めたが、投票数が有権者の過半数に満たなかったため無効となった。
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べ
て
、
非
常
に
関
心
の
高
い
も
の
と
な
っ

た
。
当
日
は
、
数
時
間
置
き
に
発
表
さ
れ

る
投
票
率
の
高
さ
か
ら
、
フ
ィ
デ
ス
の
敗

北
予
想
ま
で
登
場
し
た
が
、
ふ
た
を
開
け

て
み
る
と
、
連
立
与
党
の
フ
ィ
デ
ス
・
キ

リ
ス
ト
教
民
主
国
民
党
（
K
D
N
P
）
が

議
会
の
3
分
の
2
以
上
の
議
席
に
当
た
る

1
3
3
議
席
を
獲
得
し
、
10
、
14
年
総
選

挙
に
続
く
大
勝
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

　

野
党
で
は
、
極
右
政
党
と
し
て
結
党
し
、

近
年
は
穏
健
派
に
転
向
し
た
右
派
政
党
の

ヨ
ッ
ビ
ク
が
議
席
を
前
回
総
選
挙
か
ら
3

議
席
伸
ば
し
て
26
議
席
を
獲
得
し
第
2
党

と
な
っ
た
。
そ
の
他
、
環
境
主
義
政
党
の

新
し
い
政
治
の
形
（
L
M
P
）
や
社
会
党

の
流
れ
を
く
む
民
主
連
合
な
ど
が
議
席
を

伸
ば
す
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
第
2
党
だ
っ

た
社
会
党
は
選
挙
協
力
を
行
っ
た
「
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
た
め
の
対
話
」
と
共
に
10
議
席

減
の
20
議
席
と
な
り
、
第
3
党
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
の
投
票
率
は
69
・
52
%

と
、
体
制
転
換
以
来
、
02
年
総
選
挙
の

70
・
53
%
に
続
き
高
い
投
票
率
と
な
っ
た
。

フ
ィ
デ
ス
の
支
持
者
は
確
実
に
投
票
活
動

を
行
う
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
無
党
派

層
が
選
挙
に
行
き
投
票
率
が
上
が
れ
ば
与

党
以
外
に
票
が
流
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

与
党
が
不
利
に
な
る
と
の
見
方
が
強
か
っ

た
。
実
際
、
投
票
率
が
70
%
を
超
え
た
02

年
総
選
挙
で
は
、
当
時
与
党
で
あ
り
、
勝

利
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
デ
ス
が
敗

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
は
高
い
投
票

率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ィ
デ
ス
が
勝
利

し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
デ
ス
は
全
国
比
例
区

で
は
得
票
率
が
49
・
27
%
と
過
半
数
に
も

達
し
て
い
な
い
。
か
か
る
状
況
下
で
も
な

お
フ
ィ
デ
ス
が
大
勝
し
た
の
に
は
、
三
つ

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
は
選
挙
制
度
の
有
効
活
用
で
あ

る
。
フ
ィ
デ
ス
政
権
に
よ
る
11
年
の
選
挙

法
改
正
に
よ
り
、
旧
来
は
3
8
6
議
席
だ

っ
た
議
席
数
が
1
9
9
議
席
に
削
減
と
な

っ
た
他
、
そ
れ
ま
で
の
小
選
挙
区
議
席
数

は
1
7
6
議
席
と
全
体
の
半
分
以
下
だ
っ

た
の
が
、
新
選
挙
制
度
で
は
全
1
9
9
議

席
に
対
し
て
1
0
6
議
席
と
そ
の
割
合
が

増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
小
選
挙
区
で
は
得

票
率
が
過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

得
票
率
上
位
3
候
補
者
に
よ
る
第
2
回
投

票
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
が
、
得
票
率
に

か
か
わ
ら
ず
最
も
高
い
得
票
率
の
候
補
者

が
当
選
す
る
と
い
う
勝
者
総
取
り
の
形
式

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
選
挙
結
果
で
は
フ
ィ
デ
ス
は
全

獲
得
議
席
1
3
3
議
席
の
う
ち
、
91
議
席

を
小
選
挙
区
で
獲
得
し
て
お
り
、
小
選
挙

区
議
席
の
約
85
%
を
押
さ
え
て
い
る
。
地

方
部
の
選
挙
区
に
お
け
る
フ
ィ
デ
ス
候
補

者
の
得
票
率
は
お
お
む
ね
5
割
以
上
と
な

っ
て
い
る
が
、
一
方
で
伝
統
的
に
支
持
基

盤
の
弱
い
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
選
挙
区
で
勝
利

し
た
フ
ィ
デ
ス
候
補
者
の
得
票
率
は
す
べ

て
5
割
未
満
で
あ
り
、
旧
来
の
選
挙
制
度

で
あ
れ
ば
当
選
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
今
回
の
選
挙
で
は
、
勝
者
総
取

り
の
仕
組
み
が
、
フ
ィ
デ
ス
が
苦
手
と
す

る
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
お
い
て
有
利
に
働
い
た
。

　

14
年
の
総
選
挙
で
も
フ
ィ
デ
ス
は
全
獲

得
議
席
1
3
3
議
席
の
う
ち
96
議
席
を
小

選
挙
区
で
獲
得
し
て
お
り
、
フ
ィ
デ
ス
は

自
ら
が
改
正
し
た
小
選
挙
区
優
位
の
制
度

を
14
年
総
選
挙
に
続
き
有
効
に
活
用
し
た

と
言
え
る
。
し
か
し
、
実
の
と
こ
ろ
フ
ィ

デ
ス
の
小
選
挙
区
で
の
議
席
獲
得
数
は
14

年
よ
り
も
減
少
し
て
お
り
、
一
方
で
全
国

比
例
区
で
の
獲
得
議
席
数
を
増
や
し
て
い

る
。
こ
れ
が
フ
ィ
デ
ス
大
勝
の
理
由
で
も

あ
る
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
フ
ィ
デ
ス
が
地
方

部
の
支
持
者
の
動
員
に
成
功
し
た
こ
と
で

あ
る
。
既
述
の
通
り
、
伝
統
的
に
フ
ィ
デ

ス
支
持
者
は
地
方
部
に
多
く
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
は
左
派
系
政
党
の
支
持
者
が
多
い
と
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
ブ
ダ
ペ

ス
ト
市
内
の
投
票
率
も
前
回
よ
り
5
ポイント
以

上
高
い
74
・
78
%
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

上
に
目
立
っ
た
の
が
小
規
模
自
治
体
の
フ

ィ
デ
ス
の
得
票
率
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
あ
る
北
西
部
の
自
治
体
で
は
14
年

の
総
選
挙
で
は
フ
ィ
デ
ス
の
得
票
率
は

60
%
だ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
の
総
選
挙

で
は
78
・
38
%
の
得
票
率
を
記
録
し
た
。

こ
の
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
特
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
北
西
部
で
は
、
投
票
率
と
フ
ィ
デ
ス

の
得
票
率
が
そ
れ
ぞ
れ
70
%
を
超
え
る
自

治
体
が
多
く
あ
っ
た
。
地
方
部
を
基
盤
と

す
る
フ
ィ
デ
ス
は
地
方
で
の
支
持
者
の
動

員
に
成
功
し
、
高
い
投
票
率
が
不
利
に
働

く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

政党名
フィデス･KDNP

ヨッビク

社会党･対話

民主連合

LMP

共に

無所属

ハンガリードイツ系少数民族自治体

合計

小選挙区
91（96）

1（0）

8（8）

3（1）

1（0）

1（1）

1（0）

-

106

全国比例区
42（37）

25（23）

12（21）

6（3）

7（5）

0（2）

0（0）

1（0）

93

合計
133（133）

26（23）

20（30）

9（4）

8（5）

1（3）

1（0）

1（0）

199

議会に占める割合
66.83%

13.07%

10.05%

4.52%

4.02%

0.50%

0.50%

0.50%

100%

（注1）かっこ内は2014年総選挙時の獲得議席。
（注2）フィデスおよびKDNP、社会党および対話は選挙協力を実施
（出所）ハンガリー国家選挙事務局

〈図表2〉2018年ハンガリー総選挙の獲得議席数
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三
つ
目
の
理
由
は
、
ラ
イ
バ
ル
と
な
る

よ
う
な
野
党
の
不
在
、
野
党
間
協
力
の
失

敗
で
あ
る
。
現
在
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
で

左
派
に
位
置
付
け
ら
れ
る
政
党
に
は
、

1
9
9
4
〜
98
年
、
2
0
0
2
〜
10
年

に
与
党
で
あ
っ
た
社
会
党
の
他
に
、
民
主

連
合
、
L
M
P
、
L
M
P
か
ら
分
離
し
今

回
の
選
挙
で
は
社
会
党
と
選
挙
協
力
を
行

っ
た
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
た
め
の
対
話
」、

市
民
運
動
か
ら
生
ま
れ
た
「
共
に
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
国
内
の
主
要
右
派
政
党

が
フ
ィ
デ
ス
、
K
D
N
P
と
ヨ
ッ
ビ
ク
し

か
な
い
の
に
対
し
、
左
派
政
党
は
乱
立
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

本
年
2
月
に
行
わ
れ
た
あ
る
都
市
で
の

市
長
選
で
は
、
野
党
が
右
派
、
左
派
を
超

え
て
共
闘
し
、
強
固
な
フ
ィ
デ
ス
地
盤
の

地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
統
一
候

補
が
勝
利
す
る
と
い
う
大
番
狂
わ
せ
が
生

じ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
総
選
挙
に
お
い

て
も
野
党
が
協
力
す
れ
ば
フ
ィ
デ
ス
に
勝

利
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
に
起
き
た
。
し
か
し
、

14
年
総
選
挙
で
の
選
挙
協
力
の
失
敗
や
左

派
諸
党
間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る

け
ん
制
か
ら
、
総
選
挙
で
の
共
闘
に
つ
い

て
は
各
党
と
も
消
極
的
で
あ
り
、
実
現
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
幾
つ
か

の
小
選
挙
区
、
特
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
は
与

党
を
支
持
し
な
い
有
権
者
の
票
が
ヨ
ッ
ビ

ク
と
複
数
の
左
派
野
党
で
分
か
れ
、
フ
ィ

デ
ス
が
漁
夫
の
利
を
得
た
選
挙
区
が
存
在

し
た
。
既
述
の
通
り
、
全
国
比
例
区
で
の

得
票
率
に
よ
れ
ば
フ
ィ
デ
ス
支
持
者
は
過

半
数
に
も
届
い
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

野
党
が
協
力
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
過
半

数
以
上
あ
っ
た
は
ず
の
反
フ
ィ
デ
ス
票
は

小
選
挙
区
に
お
い
て
分
散
し
て
し
ま
っ
た
。

右
派
の
ヨ
ッ
ビ
ク
と
の
協
力
が
難
し
い
と

し
て
も
、
少
な
く
と
も
左
派
野
党
間
で
協

力
が
で
き
て
い
れ
ば
、
フ
ィ
デ
ス
の
小
選

挙
区
で
の
獲
得
議
席
数
は
変
わ
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。

　

野
党
は
フ
ィ
デ
ス
が
つ
く
り
上
げ
る
反

難
民
や
反
ソ
ロ
ス
と
い
っ
た
話
題
に
反
応

す
る
の
み
で
、
与
党
を
攻
め
る
手
段
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
選
挙
協
力
も
で
き
な

い
ま
ま
自
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
で
、

フ
ィ
デ
ス
は
自
ら
が
つ
く
り
上
げ
た
選
挙

制
度
を
生
か
し
、
支
持
者
を
う
ま
く
動
員

し
て
大
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
議
席
数

で
は
フ
ィ
デ
ス
が
3
分
の
2
以
上
を
獲
得

し
て
い
る
が
、
全
国
比
例
の
得
票
率
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
国
際
社
会

が
懸
念
す
る
よ
う
な
国
全
体
の
右
傾
化
が

起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

選
挙
制
度
が
有
権
者
の
総
意
を
必
ず
し
も

正
し
く
反
映
し
な
い
こ
と
が
問
題
と
言
え

よ
う
。
選
挙
後
最
初
の
土
曜
日
で
あ
る
4

月
14
日
に
は
「
私
た
ち
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

ー
だ
」
と
い
う
名
の
反
政
府
デ
モ
が
ブ
ダ

ペ
ス
ト
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
市
民
数
万

人
が
参
加
し
て
近
年
で
は
最
大
規
模
と
な

っ
た
。
現
在
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
で
は
、

親
与
党
と
反
与
党
、
地
方
と
都
市
部
と
い

っ
た
二
分
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

E
U
の
不
安
要
因
と
な
る
恐
れ

　

今
回
の
選
挙
で
議
会
の
3
分
の
2
議
席

を
取
っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ル
バ
ン
政
権
は

再
び
国
民
の
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
て
、
引
き
続
き
E
U
に
対
し
て
強
気
な

姿
勢
を
取
り
続
け
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

既
述
の
通
り
、
オ
ル
バ
ン
政
権
は
E
U
が

統
一
的
な
政
策
を
採
る
こ
と
に
一
貫
し
て

反
発
し
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、

ス
ロ
バ
キ
ア
と
共
に
、
自
国
利
益
を
最
優

先
と
す
る
ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
打
ち
出
し

て
い
る
。
今
回
の
勝
利
に
よ
り
、
ド
イ
ツ

や
フ
ラ
ン
ス
が
目
指
す
よ
う
な
E
U
の
協

調
性
が
乱
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
オ
ル
バ
ン
政
権
は
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
経
済
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

厳
し
い
欧
米
か
ら
の
依
存
を
少
な
く
し
た

い
と
の
思
惑
か
ら
、
14
年
以
降
、「
口
は

出
さ
な
い
が
金
は
出
す
」
ロ
シ
ア
や
中
国

へ
の
接
近
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
E
U

が
ロ
シ
ア
や
中
国
を
警
戒
す
る
の
に
対
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
両
国
を
支
持
す
る
と
い
う

場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
今

年
4
月
に
は
E
U
加
盟
各
国
の
中
国
駐
在

大
使
が
中
国
の
「
一
帯
一
路
」
政
策
に
懸

念
を
示
す
共
同
書
簡
を
出
し
た
が
、
E
U

加
盟
国
の
中
で
唯
一
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
だ

け
が
署
名
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
自
国
優
先
の
ス
タ
ン
ス
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
E
U
の
連
帯
を
崩
し
つ

つ
あ
り
、
中
国
や
ロ
シ
ア
は
そ
こ
を
利
用

し
よ
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
続

け
て
き
た
反
ソ
ロ
ス
路
線
を
継
続
し
て
お

り
、
海
外
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
市
民

団
体
の
管
理
を
目
的
と
す
る
「
ス
ト
ッ

プ
・
ソ
ロ
ス
法
案
」
を
提
出
す
る
な
ど
市

民
活
動
が
よ
り
け
ん
制
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
一
方
で
、
国
内
経
済
に
つ
い
て
は
、

フ
ィ
デ
ス
が
絶
対
多
数
を
獲
得
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
4
年
間
に
つ
い
て
も
安

定
的
な
政
権
運
営
が
行
わ
れ
、
政
変
リ
ス

ク
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
予
測
可

能
性
は
非
常
に
高
い
。
経
済
状
況
に
つ
い

て
も
G
D
P
成
長
率
が
堅
調
に
推
移
し
、

対
G
D
P
財
政
赤
字
も
低
水
準
に
落
ち
着

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
安
定

的
な
経
済
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。


